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挑戦と学びが未来をつなぐ――。

特 集

世界へ架ける福智
国際理解を深め、アジアの中にある日本を知り、未来を見据えて国際的に活躍できる人材育成を目的とした「福智町日韓交流事業」が7年ぶりに行わ
れました。今回の特集では、４つのグローバル教育事業の様子をご紹介。交流事業を経て成長した子どもたちの声を聞き、体験と学びについて考えます。
国際理解を深め、アジアの中にある日本を知り、未来を見据えて国際的に活躍できる人材育成を目的とした「福智町日韓交流事業」が7年ぶりに行わ
れました。今回の特集では、４つのグローバル教育事業の様子をご紹介。交流事業を経て成長した子どもたちの声を聞き、体験と学びについて考えます。



　

国
際
理
解
を
深
め
、
ア
ジ
ア
の

中
の
日
本
を
再
認
識
し
、
未
来
を

見
据
え
て
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

７
年
ぶ
り
と
な
る「
福
智
町
日
韓

交
流
事
業
」を
再
開
し
た
福
智
町
。

参
加
し
た
高
校
生
7
人
は
8
月

か
ら
計
5
回
の
事
前
研
修
を
経

て
、
現
地
研
修
に
挑
み
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
泗
川
市
の
龍よ
ん

南な
む

高
校

を
訪
問
し
韓
国
の
学
校
生
活
を
体

験
。
そ
の
後
は
、
韓
国
航
空
宇
宙

産
業（
Ｋ
Ａ
Ｉ
）を
見
学
し
、
最
先

端
技
術
に
触
れ
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
デ
ィ
の
も
と

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
2
日
目
は
、
泗
川

市
の
窯
元
で
の
作
陶
体
験
、
晋
州

城
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し

て
韓
国
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
、
慣
れ
な
い

韓
国
語
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

11
月
に
行
わ
れ
る
受
入
研
修
で
の

再
会
を
誓
い
抱
き
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
両
国
の
生
徒
た
ち

の
間
に
は
国
境
を
越
え
た
絆
が
生

ま
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
関

係
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゆ
か
り
の
地
で
結
ぶ

国
境
を
越
え
た
絆

現地研修現地研修◀◀1 일째1 일째現地研修現地研修◀◀2일째2일째現地研修現地研修◀◀3일째3일째

7 家庭に分かれて現地の文化や生
活を体験するべくホームステイに
挑戦しました。子どもたちは、1
泊 2 日で韓国の生活様式を体験し
たり家族とカラオケや映画に行く
などバディとその家族と有意義な
時間を過ごし、親睦を深めました。

アジアを代表する航空宇宙メーカー
の韓国航空宇宙産業（KAI）を訪問。
普段入れない航空機の工場見学や
KAIの歴史、航空機の仕組み、操縦
体験などを通じて子どもたちは、宇
宙に関する知識、まちづくりに欠かせ
ない競争力の重要性を学びました。

14 世紀に建設され、豊臣秀吉によ
る文禄・慶長の役でも激戦が繰り
広げられた歴史ある「晋州城」で生
徒たちは伝統的な韓服を着て、３
つのチームに分かれてミッション活
動を実施。活動を通じて、晋州城
の歴史や韓国の文化を学びました。

晋州城でのミッションを終えた３チー
ムは、活動の結果報告や研修で写
真などを使って感想を発表。写真一
つひとつに生徒たちの思い出があり、
発表時には笑いが絶えない場面も。
絆がより深まり、生徒たちにとって
かけがえのない思い出となりました。

福智町の生徒7人を迎えてくれた龍
南高校のみなさん。一人ひとりにバ
ディと呼ばれる担当の生徒がつき、
学校内などを案内してもらいました。
生徒たちは、一緒に給食を食べた
り、授業に参加したりと韓国の生徒
たちと貴重な時間を過ごしました。

福智町の特産品「上野焼」の開祖
である尊楷ゆかりの地である韓国 
泗川市の陶芸家 김 홍배（キム ホン
ベ）さんのもとで作陶体験や窯元
見学を行いました。上野焼の歴史
を五感で学び、町の未来を考える
きっかけづくりを行いました。

全５回の事前研修を実施韓国文化を学んだ一夜 全５回の事前研修を実施龍南高校で学校交流全５回の事前研修を実施ゆかりの地で作陶体験 全５回の事前研修を実施韓国航空宇宙産業（KAI）の見学全５回の事前研修を実施晋州城でミッション活動開始全５回の事前研修を実施各チームのミッション活動発表

후회 없는 도전

in South Korea
令和7年度 福智町日韓交流事業한국한국

福智町誕生20周年を契機として「上野焼」の開祖である尊楷
ゆかりの地「韓国・泗川市」で日韓交流事業を再開した福智町。
研修の様子や子どもたちが学んだことについて考えます。

DISCOVERY

日韓交流事業の帰国報告会を開催します。

Special Column

11月30日日 13：30～15：00

福智町図書館・歴史資料館ふくちのち

● 事業紹介 → 個人発表 → 総評など
※詳しい時間は改めてチラシで周知します。問 福智町企画振興課 ☎ 0947-22-7766

日程

会 場

報告会スケジュール

回、福智町日韓交流事業に参加した高校
生 7 人が現地研修で貴重な体験と学び

の成長を発表します。どなたでも無料で観覧で
きます。ぜひ、「ふくちのち」へお越しください。

今

現地コーディネーター兼通訳  김
キム

 　형모さん
TMAN INC. 代表取締役社長

キム ヒョン モ

　

今
回
、
福
智
町
の
高
校
生
と
龍

南
高
校
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

よ
う
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
姿
は
と
て
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
は

将
来
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
多
様

な
人
々
と
関
わ
る
上
で
大
き
な
自

信
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
両
国
の

陶
器
の
歴
史
や
生
活
文
化
と
い
っ

た
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
が

両
国
の
未
来
に
向
け
て
よ
り
良
い

関
係
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
た
こ
と
は
か
け

が
え
の
な
い
財
産
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
韓
交
流
事
業
が

両
国
の
未
来
に
光
を

▼
인
터
뷰 　(

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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in South Korea
令和7年度 福智町日韓交流事業한국한국 DISCOVERY

事前研修や現地研修を終え、両国の歴史や文化の違いなどを学び大きく成長した生徒たち。
福智町日韓交流事業に対する参加者たちの今の想いや今後の目標をお聞きしました。

異文化交流の難しさと楽しさを知った研修

研修を通じて生まれた言語を越えた絆研修での経験が異文化の深い学びへ人々の優しさに触れ生まれた恩返しの心

動の再会を果たす受入研修感

研修で見つけた夢へとつながる新たな目標現地で異文化に触れた貴重な時間言葉や文化を越え繋がった想いと友情

田川高等学校 1 年　植
う え

髙
た か

 沙
さ と

慧
い

さん

北九州工業高等専門学校 1 年　平
ひ ら

緒
お

 千
ち

華
か

さん鞍手高等学校 1 年　松
ま つ

尾
お

 修
しゅう

叶
と

さん嘉穂高等学校 1 年　矢
や

島
じ ま

 和
やまと

さん

東鷹高等学校 ２年　若
わ か

江
え

 美
み

穂
ほ

さん田川科学技術高等学校 1 年　鈴
す ず

木
き

 利
り

一
い ち

さん西田川高等学校 1 年　長
な が

尾
お

 乙
と

愛
あ

さん

　今回の研修で交流することの大切さと楽しさを学びま
した。バディと過ごしていて、言語交換の難しさや文化
の違いに驚かされることも多々あり、交流しないと分か
らないことを沢山知れました。また、晋州城ではほかの
　　　　　　　バディとも関われて、ともに歴史や文
　　　　　　　　化も体験でき楽しかったです。この
　　　　　　　　　研修で学んだことや経験を将来に
　　　　　　　　　　も役立てるよう頑張りたいです。

　私が今回の研修で1番印象に残ったのは、晋州城で
のミッション研修です。みんなで韓服を着て、韓服を着
た人にインタビューをしたり、屋台を回ったりして色々な
経験ができました。今回の研修を通じて、言語がわから
　　　　　　　　なくても会話をする姿勢があれば仲
　　　　　　　　　　良くなれることを知りました。
　　　　　　　　　　これからも主体性を大切にして
　　　　　　　　　　　いきたいです。

　僕が研修で学んだことは主に2つあります。1つ目は言
語の違う人とのコミュニケーションを取る方法です。簡単
な韓国語での挨拶を使ってコミュニケーションを取ること
ができました。2つ目は韓服体験や晋州城でのフィールド
　　　　　　　　ワークを通じて、韓国の歴史に触れ学
　　　　　　　　ぶことができました。また、自分から
　　　　　　　　行動することの大切さや経験すること
　　　　　　　　でより深く学べることを実感しました。

　今回の研修では、韓国の文化や教育制度についてたく
さん学ぶことができました。僕が経験した中で特に印象に
残ったことは龍南高校の生徒が21時まで学校で勉強をし
ていたことです。韓国ではみんながとても優しく、韓国語
　　　　　　　　　がわからない僕に英語や日本語
　　　　　　　　　で話しかけてくれてとても嬉しかっ
　　　　　　　　　　たです。次回は韓国語でみんなと
　　　　　　　　　　話し、仲をもっと深めたいです。

　現地研修で学んだことは、自ら動いて行動することの大
切さです。晋州城でのミッション活動ではバディと協力し
ながら韓国語でインタビューを行ったりと仲を深めることが
でき、嬉しかったです。将来の夢であるＣＡになるために
　　　　　　　　これからもたくさんの国に行ってさまざま
　　　　　　　　　な文化体験をしたり、たくさんの人
　　　　　　　　　とコミュニケーションをとって視野
　　　　　　　　　　を広げていきたいです。

　今回の韓国研修で学校訪問やホームステイ、ミッショ
ン活動などを通じて、文化や考え方の違いを感じること
ができ、とても貴重な体験になりました。バディが慣れ
ていない日本語で一生懸命に話してくれたことが本当に
　　　　　　　　　嬉しかったです。次回の受入時は、
　　　　　　　　　バディともっとコミュニケーション
　　　　　　　　　をとれるように韓国語をしっかり
　　　　　　　　　　　　勉強していきたいです。

　韓国研修では、たくさんのことを学び、素敵な思い出が
できました。中でも友達と韓服を着て一緒に晋州城を巡っ
たことが楽しかったです。お互いの衣装を褒め合ったりと
韓国の伝統文化を身近に感じることができました。現地の
　　　　　　　高校生とは言葉はうまく通じなくても、笑
　　　　　　　顔で気持ちを伝え合えたのが印象に残っ
　　　　　　　ています。研修を通じて文化の違いを超
　　　　　　　　　えて繋がることの大切さを学びました。

　11月7日～9日で福智町日韓交流事業に参加
した龍南高校の生徒たちの受入研修を行います。

　現地研修では、たくさんの友達をつくり、帰国後も
韓国語を使い毎日連絡していて、親として国際交流
の素晴らしさを実感しています。受入研修では、家族
の一員として受け入れ、着物を着てもらったりと日本
の文化に触れてもらいたいです。交流事業でお互い
がずっと仲良くいられるようサポートしてきたいです。

福智町日韓交流事業 受入研修

受入家庭の声をご紹介
若江 美穂さんの保護者▶若江 貴子さん

 설  승은さん
龍南高校日本語教師

　
言
語
が
違
う
中
で
、
自
分
の
想
い
を

伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い

に
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
は
強
い
絆
が
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
試
み
る

勇
気
と
違
う
文
化
を
受
け
入
れ
る
姿

勢
。
今
回
の
経
験
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
異
文
化
を

受
け
入
れ
る
大
切
さ
を
学
ぶ
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
福
智
町
で
は
こ
の
よ
う
な
交
流
事
業

を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
る
の
で
、
み
な

さ
ん
も
自
ら
進
ん
で
応
募
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
挑
戦
す
る
こ
と
は
人
生
に
と
っ
て
と

て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
を
福
智
町
と

一
緒
に
行
っ
て
い
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

挑
戦
す
る
そ
の
姿
勢
が

成
長
の
大
き
な
糧
に

ソル スン ウン
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Fly High!

1報告会終了後、子どもたちは北先生、役場職員と集合
写真を撮影。2一班３人の３グループに分かれ事後研修
でプレゼン資料を作成し、発表。3「この研修の経験が
未来に必ず役に立つ」と子どもたちに激励を贈った北先生。

ハワイでの学びを町の課題解決へ

全校を挙げて福智町の生徒9人を
迎えてくれたアヌエヌエ学園のみな
さん。一人ひとりにバディと呼ばれ
る担当の生徒がつき、ハワイ語・フ
ラダンス・音楽の授業を一緒に受け、
ハワイの学校の雰囲気と多様性を
感じ、学園生徒との絆を深めました。

全５回の事前研修を実施アヌエヌエ学園で学校交流

４家庭に分かれて現地の文化や生
活を体験するべくホームステイに
挑戦しました。子どもたちは、２泊
３日でハワイの自然を満喫したり、
タトゥースタンプ体験をしたりと
アクティブなハワイの週末を過ご
し友人や家族と親睦を深めました。

全５回の事前研修を実施４家庭と２泊３日の大冒険

Day4現地研修◀ Day3現地研修◀

　ハワイから帰国後、全3回の事後研修を実施。９月7
日に行われた事後研修では、「ハワイ研修を経て成長した
と思うこと」をテーマにグループ内で共有し振り返りました。
９月28日には、ふくちのちで帰国報告会を開催。ハワイ研
修で学んだことや経験したことを活かして、「町をより良く
するには」「町で解決したい課題や解決策」などをグループ
で考え、およそ60人の来場者へ発表しました。↓帰国報
告会の様子は町公式YouTubeで公開中。

1

2

町と包括連携協定を結ぶ日本航空の
みなさんのご協力で機内を貸し切っ
て記念撮影。日本に帰りたくないと
言うほど充実した5日間を過ごした子
どもたち。福智町に到着後は帰着式
を行い、子どもたちは本研修の感想
などを日本語と英語で発表しました。

Day5・6現地研修◀

全５回の事前研修を実施研修で培った経験を胸に

3

6

FIND TRIP

in Hawaii

5Days

　

子
ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
深

め
、
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
、「
ふ
く
ち
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」や「
海
外
の
学
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
」「
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
受
入
事
業
」な
ど
町
内

で
体
験
で
き
る
国
際
交
流
を
実
施

し
て
き
た
福
智
町
。
さ
ら
に
、「
学

び
」と「
意
欲
」を
高
め
る
た
め
、

実
際
に
海
外
に
行
き
、
異
文
化
を

体
験
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
海
外
研
修
」も
行
っ
て
い
ま
す
。

3
回
目
と
な
る
今
回
は
９
人
の
生

徒
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
６

月
か
ら
始
ま
っ
た
事
前
研
修
、
ハ

ワ
イ
で
の
本
研
修
を
通
じ
て
、
多

様
な
民
族
・
文
化
に
触
れ
、
新
し

い
経
験
や
知
識
を
得
て
、
未
来
へ

の
可
能
性
を
広
げ
ま
し
た
。

コーディネーター兼講師の北先生
を迎え、全５回の事前研修を実施
しました。「目標設定」「コミュニ
ケーション」「行動・PDCAサイク
ル」「地域課題」をテーマに研修が
有意義な経験になるよう事前研修
から力を入れて取り組みました。

無事ホノルルに到着し、子どもたち
は、スーパーの市場調査やハワイ州
庁舎、産業地帯から芸術と文化の
中心地として変貌を遂げた人気ス
ポットの「カカアコ」エリアなどを見
学し、あらゆる場所からまちづくりの
ヒントを見つけ視野を広げました。

第二次世界大戦の降伏文書調印式
が行われた戦艦ミズーリ号を訪れ、
異なる角度から平和の意義を学習。
その後、ポリネシアンカルチャーセン
ターでは、ポリネシアの文化や風習
を体験。伝統を守ることの大切さを
学び、福智町への思いを馳せました。

世
界
へ
の
学
び
を
深
め

広
げ
た
未
来
の
可
能
性

多様な民族・文化が共存するハワイで今回、3回
目となる「グローバル人材育成海外研修事業」

を実施。この研修を通じて、子どもたちが経験
したことや体得したものをご紹介します。

令和 7 年度 福智町グローバル人材育成海外研修事業

事前研修◀Day1現地研修◀

全５回の事前研修を実施全５回の事前研修を実施全５回の事前研修を実施ハワイで育んだ広い視野全５回の事前研修を実施平和と文化の重要さを学習

Day2現地研修◀

研修の様子をまとめた動画を公開中

→ハワイでの現地研修の様子をまとめた紹介
動画を町公式YouTubeで公開しています。
動画ならではのリアルな子どもたちの体験の
様子や交流風景をご覧ください。

挑戦と学びが未来をつなぐ――。

特 集

世界へ架ける福智



Feed Back

How did you feel
第3期生の子どもたちの声を一挙ご紹介

事前研修やハワイでの現地研修、帰国報告会を終え、未来の可能性を広げて大きく成長し

た参加者たち。このページでは、研修に参加した子どもたちのリアルな声をお届けします。

1アヌエヌエ学園と教育庁の計19人がふくちのちで歓迎をうけ、記念撮影。2ふくちのちで行われたものづく
り体験では、黒土町長が子どもたちに作り方を教示。3金田義務教育学校の生徒たちにハワイの伝統的な踊り
や歌を披露。4最後にメッセージカードに書かれた思いを説明し、アヌエヌエ学園の子どもたちに渡す生徒たち。1

2 3 4

Welcome to FUKUCHI
ハワイにあるアヌエヌエ学園の生徒たち11人が10月6日に福智町に来町しました。

金田義務教育学校での訪問やものづくり体験などの異文化交流の様子をご紹介します。

研修での経験を日々の生活に

挑戦した経験を胸に未来へ積極的な行動が自信の成長へ異文化交流で見つけた町の魅力

研修の経験を糧に新たな挑戦へ研修で見つけた新たな目標自分を変える飛躍の一歩更なる異文化交流を目指して

　研修を通じて、自分の意志を積極的に
伝えられるようになりました。今後は研修
の経験を活かして、「自分から行動する」
「自分の意志を伝える」「失敗を恐れな
い」を胸に日々 を過ごしていきたいです。

　新しい文化を知る喜びや積極的に行
動する大切さを学びました。もっと英語
の勉強をして、より自分の考えを伝えられ
るようになりたいです。この経験を忘れず
挑戦する姿を大切にしていきたいです。

　研修中は一番に行動するように心
がけました。そのおかげで自信がつ
き、行動力が上がりました。これか
らも積極的に自己表現を行い、メリ
ハリのある行動をしていきたいです。

　研修では、日本との違いを知るだけで
なく、それをどうやって取り入れればよ
いか考える大切さを学びました。今後は、
学んだことを日々の生活に活かし、町
の魅力を伝えられる人になりたいです。

　ハワイ研修で異文化に積極的に触
れ、意見を伝える勇気や仲間と協力
して学ぶ大切さを感じました。帰国
後は学校の司会に立候補したり授業
で質問したり、行動力が向上しました。

　今回の研修を通じて、「自分から積
極的にチャレンジする大切さ」や「相
手の個性を大切にする」海外の人たち
の温かさを感じ、海外の学校にいき
たいという新たな目標もできました。

　研修で学んだ「行動することの大切
さ」や「自分の意見をはっきり伝える
こと」は、これからの自分にとって大
切な力になると思います。確実にこの
研修は自分を変えた大きな一歩です。

　今回、学んだことを無駄にせず、学
校生活や将来に活かしていきたいで
す。あまり海外に興味がなかったけど、
ハワイ研修で海外に興味を持ち、将来、
留学もしたいと思うようになりました。

福岡大学附属大濠中学校　1年

嘉穂高等学校附属中学校 1年赤池中学校 3 年金田義務教育学校　7 年

飯塚日新館中学校　2 年育徳館中学校　1年嘉穂高等学校附属中学校　3 年金田義務教育学校　9 年

Ito Anri伊藤 杏莉さん

Tokunaga Marin德永 茉凛さんNakagawa Fua中川 楓愛さんNakamura Masaharu中村 政陽さん

Gyotoku Ayaka行德 彩花さんFuzibayashi Toa藤林 永愛さんMurakami Haruhi村上 春陽さんWakae Mina若江 美奈さん

ハワイでの学びを将来に活かす

　この研修では、事前研修や現地研
修、事後研修を通して「挑戦の価値」「伝
える工夫」「行動力の大切さ」を学ぶこ
とができました。研修で学んだことを
日々の生活や将来に活かしたいです。

方城中学校　1年

Ueda Kako上田 花子さん

コーディネーター兼講師　北
き た

 敢
いさむ

さん
福岡県立西田川高等学校 キャリア支援課長

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
海
外
研
修
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
深
め
、

視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
一
人

ひ
と
り
に
目
標
設
定
を
行
い
、
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
結

果
を
振
り
返
り
行
動
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
実
践
し
、
自
己
実
現
す
る
力
や

挑
戦
す
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
今
あ

る
夢
や
新
た
に
で
き
た
夢
に
向
か
っ
て
全

力
で
挑
戦
し
研
修
で
身
に
つ
け
た
力
や
経

験
を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

第
4
期
募
集
で
は
、
英
語
が
で
き
な
い
と

い
う
理
由
で
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
、
自
分

を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
子
は
ぜ
ひ
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
私
と
と
も
に
学

び
の
旅
へ
い
き
ま
し
ょ
う
。

挑
戦
す
る
そ
の
大
き
な
一
歩
が

自
分
の
世
界
を
変
え
る

挑戦と学びが未来をつなぐ――。特 集 世界へ架ける福智

89



Global Education

Summer Camp
BRIDGE 

　

異
文
化
交
流
を
と
お
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
深
め
、

広
い
視
野
や
国
際
感
覚
を
育
む「
Ｆ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
」が
８
月
19
日
に
福
智
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は「
海
外
旅
行
を
体
験
し
て

み
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
世
界
各
国
に

つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
に
町
内
の
４
年
生
～
６

年
生
19
人
が
参
加
。
７
世
代
キ
ャ

ン
プ
の
方
々
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
の
留
学
生
た
ち
が
異
文

化
体
験
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
イ
ベ

ン
ト
が
世
界
へ
の
知
識
と
関
心
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ア
ジ
ア
太
平
洋

こ
ど
も
会
議
・
イ
ン
福
岡
主
催

の
海
外
の
子
ど
も
た
ち
を
福
岡

に
招
い
て
交
流
す
る「BRID

G
E 

Sum
m

er C
am

p

」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
、
受
入
市
町
村
と

し
て
3
回
目
の
参
加
と
な
る
福

智
町
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
ど
も
た

ち
4
人
と
引
率
者
1
人
が
来
町
。

そ
れ
ぞ
れ
が
4
家
庭
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
７
月
15
日
か
ら
７
日

間
、
新
し
い
家
族
と
の
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

来
町
初
日
の
対
面
式
・
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
新
し
い
家
族
と

の
緊
張
の
顔
合
わ
せ
や
福
智
町
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節

を
披
露
。
2
日
目
は
、
一
緒
に
学

校
へ
登
校
し
日
本
の
授
業
を
通
じ

て
異
文
化
に
触
れ
、
ふ
く
ち
の
ち

で
は
も
の
づ
く
り
体
験
を
行
う
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
最
終
日
の
お
見
送
り
で

は
、
７
日
間
共
に
過
ご
し
た
思
い

出
を
共
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
熱

い
抱
擁
を
交
わ
し
、
新
し
い
家
族

と
の
お
別
れ
に
涙
を
拭
い
ま
し
た
。

　最初に緊張をほぐすため、参加した
町の子どもたちと立命館アジア太平
洋大学の留学生は、じゃんけん列車な
どをして、思いっきり体を動かし、仲
を深める貴重な時間となりました。

　立命館アジア太平洋大学の留学生
が自国の文化などをクイズを交えて紹
介。子どもたちは世界各国の挨拶など
の言葉を一生懸命に覚えるなど、世界
旅行に役立つ知識を身に付けました。

模擬で行った海外旅

行ではいろんな国の

文化や伝統などが知

れてとても楽しかっ

たです。いずれは本

当に海外へ旅行に行

きたいと思いました。

様々な国の国旗の意

味や文化を学んだり

外国のお菓子を食べ

たりととても楽しかっ

たです。季節が６つあ

るバングラデシュに行

きたいと思いました。

初めての参加で緊張し

たけど、アイスブレイク

や留学生との交流でみ

んなと仲を深めること

ができ、楽しかったで

す。海外旅行で役立つ

知識も知れてよかった。

市場小 ６年生 河
か わ

村
む ら

 小
こ

夏
な つ

さん金田義務５年生 森
も り

 咲
さ

月
つ き

さん弁城小 ５年生 吉
よ し

田
だ

 陽
は る

哉
き

くん

　子どもたちは、５か国の模擬ブースを
自分たちで作ったパスポートを手に世界
旅行に行きました。興味がある国へと足
を運び、世界の民族衣装を試着するな
ど普段できない貴重な体験をしました。

福
智
町
で
深
め
た

世
界
へ
の
知
識
と
関
心

架
け
橋
が
紡
い
だ

新
し
い
家
族
と
の
絆

FUKUCHI
campGL　BAL ふくちグローバルキャンプ 2025

今回、４回目となる「ふくちグローバルキャン

プ」が７世代キャンプと立命館アジア太平洋

大学の留学生の協力を得て、開催されました。

世界の人達と平和に共存する感性を持ってもらうことを

目的に NPO 法人アジア太平洋こども会議・イン福岡主催

の「BRIDGE Summer Camp」が福智町で行われました。

遊びを通じて仲を深めよう 世界の国の本当を知ろう 各国の模擬ブースを体験

１アイスブレイク ２留学生の自国紹介

参加した子どもたちの声をご紹介します！ 市場小5年生

久
ひ さ

冨
と み

 流
りゅう

星
せ い

くん

市場小4年生

管
すが

野
の

 晄
こ う

義
き

くん

金田義務6年生

空
く

閑
が

 心
み

依
よ り

さん

市場小4年生

石
い し

橋
ば し

 優
ゆ う

弥
や

くん

最後はみんなで記念撮影

３模擬世界旅行を体験

P
ピ ラ ソ ー タ ン

IRASOTHANを受入れ S
サ ヌ ジ

ANUJIを受入れ B
ビサーディ

ISADHIを受入れ S
シ ェ ヌ カ

HENUKAを受入れ

スリランカ

約2,300万人

約6.5 万㎡

シンハラ語
タミル語、英語

人口

面積

言語

国

1ウェルカムパーティー終了後は子ど
もたちを含めた全員で記念撮影。2
学校交流では、レクレーションを通じ
て仲を深めた子どもたち。3福岡トヨ
タホールスカラエスパシオで行われた

「We are the BRIDGE フェスティバル
2025」でスリランカの子どもたちが華
麗な踊りを披露。4ふくちのちでフォ
トフレームを協力して作る子どもたち。

1

23

3

4

挑戦と学びが未来をつなぐ――。

特 集

世界へ架ける福智
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